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 平成23年山武市教育委員会第2回定例会会議録 

 

1．期  日 平成23年2月16日(水) 

2．場  所 山武市役所第7会議室 

3．開  会 午後1時30分 

4．出席委員 委員長 北田 正之 

委員長職務代理者 五木田 孝義 

 委 員 髙橋 尚子 

 委 員 小野﨑 一男 

 教育長 金田 重興 

 委 員 京相 光德 

5．欠席委員  なし 

 

6．議場に出席した職員の職及び氏名 

教育部長 伊藤 博章 

教育総務課長         鈴木 陽夫 

学校教育課長         有井 實 

学校教育課指導室長      宮野 光夫 

生涯学習課長 篠崎 君子 

スポーツ振興課長 石橋 等 

 

事務局 

教育総務課総務企画係長 小川 雅弘 

教育総務課総務企画係 川島 美雄 

 

開会  北田委員長が挨拶し午後1時30分開会を宣する。 

 

日程第1  ○会議録署名人の指名 

北田委員長が議長となり、髙橋委員を指名する。 

 

日程第2  ○会議録の承認 

平成23年第1回定例会会議録を全員異議なく承認。 
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日程第3  ○教育長報告 

報告書に基づき、1月20日から2月16日までの主な業務内容について報告。(主な点は

次のとおり) 

01月20日 千葉県市町村教育委員会連絡協議会主催の教育委員研修に出席した。研修の内

容は学校の危機管理についてであった、現場をあずかる学校長が受けても良い内容

のあるものであった。  

21日 山武市教育委員会の教員の研修でも講師をお願いした、千葉大学准教授である

佐瀬一生氏がお見えになり、教員研修システムモデルプランの説明を受けた、山

武市教育委員会にこの件についての協力要請があり快諾したところである。 

022日 東金市のホテルエストーレにおいて開かれた第7回日韓友好の夕べに出席した。

東金市の日韓交流事務局の充実した取組みをみて山武市としても学ぶものがあっ

た。 

23日 第4回山武市民駅伝大会が山武地区をコースとし行われた。詳細は後ほど事務

局から報告する。同日、第59回左千夫短歌大会が行われ、3,128首が寄せられた。

小中学校をはじめ多くの応募があった。 

29日 蓮沼スポーツプラザを会場にしてノーマライゼーション講座が行われた。ボッ

チャという競技のパラリンピック日本代表の廣瀬氏を講師にお招きし、先にゆめ

半島千葉大会障害者スポーツ大会の成績優秀者4人の方に表彰をしたところである

が身近に障害があっても頑張っている方々が多くいるということもわかったし、

山武市としてもノーマライゼーションを広めていかなくてはならないと感じた。 

2月02日 園児と楽しむ三味線・和太鼓コンサートが成東文化会館のぎくプラザにおいて

幼稚園・保育所・こども園の共催により行われた。関連するそれぞれの組織が連

携を図り一つの行事を共催することは良いことである。 

03日 山武市が体力づくり優秀組織の文部科学大臣賞を受けたことは先に報告したが、

この授賞式に参加した。 

04日 東金商業高等学校において行われたキャリア教育実践発表会を参観した。同校

においては入学と同時にキャリア教育を行うということで、企業が求める３つの

力として「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」が紹介された。

山武市教育委員会も「真に生きる力」を身に付けたたくましい子どもを育成しな

くてはならないと思わされた。 

 



3 

委員長職務代理者：日程第4協議事項第1号について山武市教育委員会会議規則第12条の

規定に基づき、秘密会としたい旨、提案。 

（「異議なし」の声） 

 

日程第 4 ○協議事項 

(1) 準用保護の認定について 

学校教育課長：新規 1世帯 1人について説明。 

 

※新規 1世帯 1人について認定 

 

(2) 山武市教育振興基本計画について 

総務企画係長：1月の教育委員会定例会以降、各教育委員の皆様からご意見をいただき

ながら教育振興基本計画についてまとめたのでご協議いただきたい。 

各所属長より、重点施策と事業について説明。 

 

＜質 疑＞ 

委員 ：４つの政策を示しているが、「社会の要請に応えられる人材を育成する」という

分野に「国際理解」や「学力向上」という項目を設けてはどうか。質の教育環境整備に

おいて人づくりにおいても財政的な裏付けが必要かと思われる。また、各事業において

「家庭や地域に密着した学校をつくるために必要な行政サポート」のなかに家庭、地域

の意見等を取り入れた学校運営の改善の項目に開校日というか授業参観など家庭、地域

と学校が接する時間を設けるというようなものを加えてはどうか。 

委員 ：無縁社会やひきこもり、自殺などの問題が深刻化しているが不登校がそういった

ことにつながっていく。山武市も深刻な状況にあり、このままでは住みにくい市になっ

てします。そうならないためにも不登校については小学校のうちに生徒指導することが

必要となる。この問題に関しては具体的に取り組みが求められる。 

委員長：長欠・不登校の問題はデータでもでている。学校訪問の際には必ずその学校の長

欠・不登校の現状を伺うようにしている。 

委員 ：学力向上についてもう少し具体的なことはできないか。たとえば小中連携による

学力向上の指定校制の導入や財政的な裏づけをもたせるとかそういったことをやってい

く必要があるのではないか。また、学校が一生懸命やっているのだが成果を上げるのが

難しい家庭教育などについて何らかの手立てはないのであろうか。生涯学習課の所管に



4 

なるのかわからないが行政としてなんらかの手立てが打てないものか常々考えている。 

教育長  ：今、お話があったが学力向上について連携を図るということで、指定校につ

いてはお願いをして受けてもらっているが、市独自で全校が何らかの部分を重点的に行

うといったような指定をしても良いのではと考えている。ただし、それが学校にとって

負担となってしまってはいけない。研究内容については各教育委員の皆様からご提案を

いただきたい。 

総務企画係長：この振興基本計画については、次回の第３回定例会に議決事項として提案

したい。今後の予定としては３月１日に市長及び副市長への説明、３月４日に議会議員

からそれぞれ意見をいただく予定です。 

 

※継続審議。 

 

日程第 5 ○報告事項 

(1) 平成 22 年度卒業式・平成 22 年度入学式出席者について 

学校教育課長：平成 22 年度卒業式・平成 22 年度入学式出席者について説明。 

 

(2) 体育指導委員の退職について 

スポーツ振興課長：体育指導委員の退職について報告。 

 

(3) 第 4回山武市民駅伝大会の結果報告について 

(4) 第 41 回山武郡市民駅伝大会の結果報告について 

  スポーツ振興課長：第 4 回山武市民駅伝競走大会及び第 41 回山武郡市民駅伝競走大会

の結果について報告。 

 

(5) さんむスポーツフェスタ２０１１の開催について 

スポーツ振興課長：さんむスポーツフェスタ２０１１の概要について説明。 

 

(6) 行事の共催・後援の承認について 

総務企画係長：平成 23 年 1 月 1 日から 1 月 31 日までに承認した 2 件の後援について

報告。 

 

(1) 3 月の行事予定について 
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教育総務課長  ：教育総務課の 3月の行事予定について報告 

学校教育課   ：学校教育課の 3月の行事予定について報告 

生涯学習課長  ：生涯学習課の 3月の行事予定について報告 

スポーツ振興課長：スポーツ振興課の 3月の行事予定について報告 

 
 
7．閉会  午後4時7分 
 


